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○ナナボシ事案の概要 

ナナボシは下請けのＸ社と通謀して架空の水利組合等による灌漑工事を仮装。

ナナボシからＸ社に支払われた外注費を架空の水利組合等の名義を用いるなど

して、ナナボシに対する完成工事代金として還流させ架空売上を計上し、虚偽の

ある財務書類を作成した。 

本財務書類に関し、当該公認会計士の行った証券取引法に基づく監査証明につ

いては、以下の問題が認められた。 

① 完成工事代金のうち一部が未収金となっているにもかかわらず、ナナボシが

補助金交付事業と説明した工事について、補助金交付事業であることを十分に

確認しておらず、また、相手先の財務内容や延滞理由などを十分に確認してい

ない。 

② 工事現場視察にあたり、現場の工事状況と書類上の工事内容との整合性を十

分に確認していない。 

③ Ｘ社からの外注費請求書に明細が記載されていない等の問題があったにもか

かわらず、外注工事の内容等につき十分な確認手続を行っていない。 

 


